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An Effective Teaching Instructions for Study Group 
with Variability of Characteristics and Acquired Abilities. 
算数・数学科
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s:4 •9 ょ．；， 考え方・
0単元チェックテスト 面棧虚態を知る テスト
表現・理餌
念奮概 3 24 〇広さを酎哉する 2年 q打曲線rJ)理解 ワークシート 固心・考え方
用語・持徴の言語化 用語，J)理栢 具依靱 o心・理辟
5 ．感覚比較 主認 ポード 表現・理解
眉
已 〇広さ咲且接比較する 比餃の方法を考える 本・雑誌 関心・考え方
7 ・移勃の保存 移勃の保存性を知る 本・雑誌 関心・老え方
［ 
8 ・分割りの保存 分割の保存を知る 本・雑誌 oo心•考え方
， 〇広さ螂接比較する 比較の方法を考える 本・雑誌 関心・i;え方
1 0 ・推輯 推麟を知る 本・雑誌 o心・考え方
11 〇任意単位 任意単位を理解する 色t/.i 考え方・理餌
喜
1忌 0 1紐疇・ 子： ：低｛鑓~単位翅諏戸 饂： 考冠・咽輯
13 保存性（都ilfI:.) 保存性・ ho；舟生を知る 色1屈 毛え方・理解
14 •加法性 普通単位を理粗する 色椛 老え方・理解
15 〇 面．の公式 面桜の公＇式を考える 色板 理解・知器
15 〇 面積湧淀 単位磋し方を理解する ワークジート 理解・タロ器
1 7 ・計苺 公式癖用する ワータジート 理解・知甜
嬰 18 ・単位関係、変換 至位関係を理解する ワークシート 関心・知森
1旦l 老え方・
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スモールステップ









































































































































































言語性動作性全検査言語 知覚 注意 処理
(VIQ) I (PIQ) I (FIQ) 理解 統合 記憶 速度
(VC) I (PO) I (FD) I (PS) 
80 I 43 I 58 I 77 I 49 I 109 I 50 
視覚ー運動統合発達検査 (VMI) (H22.6.25) 
VMI粗点 9点 VMI年齢 5歳4ヶ月（検査時11歳）
DN-CAS (H.22.10.22) 





























① 粒且．の言業を手がかりに2つの物0）広さを亘れて面 (T） 一定f)単位を並べて、匪i
A 楼を比べることができる 稜を薮値から毛すことが
〇広さを比べるときに、換値から考えることができる できる
0 2つの物5)広さを垂れて面楼を比べることができる ① 一定汀）単位を並べて、面
B (!) ，広さを比べるときに面楼は一定0）単位を菩にした 楼を放値から表すこと t1i
薮値から考えることもiできる できる
{P 2で1D物d)広さを垂れて面稜を比べることができる (1'） 一定r)坐位を笹にしてら
C O 広さを比べるときに、薮値から老．えることができる 面棧を換値を使コて大き
さを表すことできる
工本時の展開
海 笑団活勃］ ・キーワードを思い出させ、言語化す 薮（領睾、発言）
入 〇アタ，：｝ •?25 ヱ夕` ・ム．一＠ 
（陣欺リゲーム） 「比べる」「亘れる」 ritる」 E：ー，＄
・児堂らと一緒に薮えるようにする 9ごいべ匂
展 院回活勃］ ・岳方形1:;t外・枠が長く，広，＜捉えがちで 薮（観寧、発言、
開 〇堂をとらえる おるが、 ：こスコンセブもJョンによる ワー •9 シ’ート）
〇 色栃を1宦＝，て実 概念形成を目指す❖ A. —(9 
廂に面積：を計・を B―,:g＇ 
・色板を入れる ・ポードに入れるやり方は．言語化 c —唸：＇
C） 拮里を発表する 表（親李、発言、
〇大きなポード ・盛り上がる活勃なので％なるべく児 ワークジート）
・色椛の装をみ．，もな 堂ら 1)主体性を尊里する A. -,:r:＇ 
で薮える ・色椛江）薮え方も児堂らが決める 8 -a:' 
・薮値化すること 11)良さに茨づかせる❖ ':：：：：—① 
ま 猜l心舌勃］ ・・垂れることが難しい時は「描縦」 同上
と0 個人に応じたワ と声をかける
th ークジート • #i:1造化に注目できるようにする
習 院団活勃］ •自らで広さを意器しているかどうか 薮（領翠、発言）
熱 0垂のカードょ'j-ム を捉えなが1：,、進める．s A-l.T:' 
c •-' ・大宮要 ・自己評1'iを促す B -d:' 
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表2 地球の周辺領域の系統性
1 畔 疇一 櫛即熔












































































本コースは男子 3名と女子 1名の 4名が在籍している。
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表4 大単元「宇宙と地球」の指導計画
| ―-- -- - ---
時小単元 授業内容•項目 指導の意図と工夫 I 
夜空をながめよう 方位とその確認方法 星空の観察経験を確認
4時間 天体に関する知識 方位に対する困難の確認
2 I（標準2) 天球 ビデオカメラ仰梱邸央像提示
天球内から見た方位 Webカメラ映像を使って方位と方向のとらえ方の違いを確認
方位と方向 方位の確認（十字時計北東南西）
3 I 1星までの距離と天球 星座の観測は動画での対応※星座早見省略
1光年天頂子午線
4 I I天球図の表し方と確認 透明半休と図の比較
確認問題 立体図による方位の確認
5 天体は一日のうちに 地球特徴地軸の傾き 地球儀＋ビデオカメラ俯稲餓央像提示
6 どのように動くか 自転公転空と方位の判断 自転方向モデル提示




1 天体は 1年のうちに 公転と季節の星座 三球儀に依る公転モデル提示ビデオカメラ俯諏映像提示
どのように動くか 黄道 Webカメラでの季節の星座提示
12 I 2時間 公転による星の移動 年周運動と日周運動を組み合わせた星の位置は扱わない
（標準2)
北天／南天の年周運動 動画による年周運動比較
13 I季節はなぜ変化する 公転と北極の向き 光源と角度による光量の違い実験
のか 南中高度の変化光量変化 光量と面積







19 I恒星の表面を見てみ 天体望遠鏡太陽の表面 天体望遠鏡による観測は精選
よう 黒点コロナ，紅炎温度 映像資料（画像 VTR)
20 I 3時間標準3) 太陽の内部太陽エネルギー 核融合反応は水素爆弾で簡単に説明
21 日食と月食 映像資料模型＋カメラ映像提示
22 太陽系とその外側 太陽系特徴彗星小惑星，衛星 模型を使って位置関係の広さを確認
23 2時間（標準2) 銀河系銀河確認問題 銀河系と銀河は名称の違いとしておさえる















































































































































































Teaching Instructions for Children 






















饂日 6月 9月 10月
学級 小6 高1-II 高1-II
教科 体育 音楽 美術
内容・単 ドッジボ ム口n日 粘士によ
プじ ー］レ る塑造











































































































































言語性 動作性 全検査 声にコロ五ロ 知覚 注意
(VIQ) (PIQ) (FIQ) 理解 茫9ゾし△口 記憶
NC) (PO) (FD) 





b. 視覚ー運動統合発達検査 (VMI) （平成20年 1月）













































































































































































2 2 3 ・スケッチ（構想を練る）
•浅應利を見る
3 4 5 ．鑑賞
・スケッチ（構想を練る）
36 立体をとらえる＿ことや表現することが難しい子どもに対する指導
4 6 7 ・塑造① （貝殻を粘土でつくる）
5 8 9 ・塑造②頃殻を粘土でつくる）
6 10 11 ・塑造③ （貝殻を粘土でつくる）
7 12 13 ・塑造④ （貝殻を粘土でつくる）
8 14 15 ・塑造⑤ （貝殻を粘土でつくる）
， 16 ・塑造⑥頃殻を粘土でつくる）
10 17 18 ・塑造⑦ （貝殻を粘土でつくる）
1 19 20 •石膏どり（型どり，粘士抜き）
12 21 22 •石膏どり（雄型づくり）
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